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 はじめに
2009年１月、ブラジルのベレンで第８回世界社会フォーラム (WSF) が開
催された。世界教会協議会 (World Council of Churches＝WCC) はフォーラ
ム参加の110団体と連名で､「金融をあるべき姿に戻そう」(Let’s put finance
in its place !) という声明をだしている。フォーラムでは世界の経済危機に対
する教会を含めた市民社会の応答が模索された。声明には以下のような記述
がある｡「世界は単に規制を必要としていない。人権やあるべき労働、食糧
の主権、環境の尊重、多様な文化、連帯経済、富の基本的な考え方に基づく
民主的な新しいシステム、そしてそのシステムを助けるような金融の仕組み
を生み出すパラダイムを求めているのである｡」(http://www.cadtm.org/spip.
php?article4120)
本稿は、グローバル経済とキリスト教倫理を主題としている。日本及び世
界で進む格差社会の中、社会的弱者に優しい経済システムを構想できないだ
ろうか。キリスト教倫理の中にそのヒントはないだろうか。100年に１度と
いわれる世界の経済危機に対して、キリスト教はどのように応答することが
できるのだろうか。これらの問題意識を念頭において本稿は書かれている。
最初に、グローバリゼーションと金融危機の経緯と位相を歴史的に概観して
いる。次に、マックス・ウエーバーの「プロテスタンティズムの倫理と資本
主義の精神」を取り上げ、生成時の資本主義とキリスト教倫理の関係を素描
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した。さらに、暴走する「精神」なき資本主義に対する、キリスト教の応答
を過去の取り組みの事例から考察し、最後に両者の関係について今後の展望
と可能性について言及している。経済学や金融学は専門外であるため、不充
分かつ不明瞭な論点、表現があれば、ご指摘いただければありがたい。今回、
大日方先生追悼記念号に寄稿の機会が与えられたことを感謝している。先生
のご家族の上に、神様の守りと慰めがあることを心から祈りたい。
 グローバリゼーションと世界金融危機の経緯
1990年代の冷戦終結後、世界はグローバリゼーションの時代に入ったと言
われる。グローバリゼーションの技術的基礎を提供したのは IT 革命、情報
革命であった。1970年代に開発されたマイクロコンピューターは高速化と低
廉化が促進され、産業に応用されるようになった。コンピューターを応用し
た工作機械等が開発され、国際市場で競争力のある工業製品の生産力が飛躍
的に向上した。また、1980年代の半ばからは、コンピューターによるネット
ワーク化が進展し、インターネットによる文章、画像等の電子情報が国境を
越えて相互に交信され、生産、流通、消費の多様な側面に大きな影響と変革
をもたらした。各企業の新製品の共同開発などもインターネット上で進めら
れることにより、国境を越えた生産の分散化が効率的に進められるようにな
った。共同開発の新製品はネット上で作業をすることにより、その生産コス
トを下げることに成功した。グローバリゼーションのもう一つの前提条件、
政治、経済的な基礎を提供したのが、冷戦構造の崩壊と新自由主義政策によ
る市場経済化の促進と拡大であった。1980年代初頭に登場した米国のレーガ
ン政権及び英国のサッチャー政権は「小さな政府」を提唱し、国営企業や公
共サービスの民営化を進めた。日本においては、1980年代に中曽根政権によ
り、国鉄、電電公社が民営化されるが、本格的に自由化、民営化、規制緩和
が促進されたのは小泉内閣の登場を待たねばならなかった。レーガン、サッ
チャーによって進められた米英の新自由主義政策は市場万能主義を促進し、
金融における規制緩和が著しく進んだ。また、冷戦構造の崩壊は市場経済を
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地理的に拡大した。ベルリンの壁の開放（1989年)、ソ連邦の解体（1991年）
は東西冷戦を終焉に導き、旧社会主義圏へ市場経済化の波が押し寄せた。ア
ジアでは中国、ベトナムなどが積極的に市場経済を取り入れた。冷戦の終焉
直後、ロシア、東欧を訪ね、西側が東側に持ち込んでいるものが、商業主義、
マネーゲーム、卑猥な風俗であることを目撃した寺島実朗は、資本主義が社
会主義に勝利した東欧諸国の実態に基づき、新しい資本主義の姿ついて以下
のように、当時の失望と期待感を述べている｡「経済主義はその勝利の瞬間
に敗北してしまったかのようである。冷戦の終焉によって政治や軍事では問
題は解決されないことが証明された。東西の壁を打ち壊したのは、国境を越
えた経済活動であり、人、モノ、金、情報の移動であった。グローバルに見
ても、これからが経済主義の真価が問われる時なのである」(寺島 1994 35
頁）寺島の論考は、あるべき資本主義と経済倫理の姿への問題提起とその乖
離に対する失望感であった。その後、グローバリゼーションの波は、新自由
主義政策のもと、東欧世界のみならず、日本を巻き込み、東アジアの国々に
波及した。1990年代後半に入り、NIES（韓国、香港、台湾、シンガポール）
と呼ばれた国々の経済発展はめざましく、世界銀行は NIES を「東アジアの
奇跡」と呼び､「開発独裁」の成功物語として賞賛された。東アジアにおけ
るホワイトカラー、中間層の急速な増大と個人の所得水準の向上が注目され、
それと同時にこの中間層が政治的勢力の中枢に登場することにより、結果的
に権威主義的体制が溶解してゆく現象をもたらした。1990年代に、韓国の廬
泰愚、台湾の蒋経国は末期を迎え、民主化が進んだ。冷戦の終結以降、中国
とインドネシア、シンガポール、ベトナムの国交が正常化され、カンボジア
には和平が訪れた。順風満帆に見えた「東アジアの奇跡」神話に大きな衝撃
を与えたのは、1997年のアジア金融危機であった。新興市場であった東アジ
アには、90年代から大規模な資本が流入されていた。タイを震源とした通貨
危機は、マレーシア、インドネシア、韓国に波及した。これらの国々の海外
資金が急激に流出し、通貨と株価が暴落した。通貨危機は銀行危機に連動し、
いくつかの銀行が支払い不能状態に陥り、複合的な金融危機として地理的連
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鎖をもたらした。マレーシアのマハティール首相は危機発生の元凶をヘッジ
ファンドであるとして、これを批判し、国の長年にわたる経済成長の成果を
一日にして踏みにじる理不尽な短期投機資本の動きを規制することを主張し
た。この金融危機はタイ、韓国、インドネシアでは IMF の援助のもと再生
の方向を目指し、マレーシアは IMF に依存しない独自の緊縮財政によって
対処した。1980年代後半から進められた金融における規制緩和は、世界各地
の投資機会に大量の短期資金が瞬時に流入し、瞬時に逃避する仕組みを可能
とした。1986年にはロンドン大学のスーザン・ストレンジが「カジノ資本主
義」という著書を出版し、その後のギャンブル性の高い経済のあり方の代名
詞として用いられるようになった。タイの通貨、金融危機と同様の危機は、
1990年代に世界各地で発生し、1992年（欧州)、1994年（メキシコ)、1998年
（ロシア）と続き、米国のサブプライムローンに端を発する世界金融危機
（2008年）は、新自由主義政策とカジノ資本主義の負の結末と位置づけるこ
とができる。今回の金融危機対して、第２次世界大戦後の IMF・世界銀行
を中核とする世界金融システムである「ブレトンウッズ体制」が終焉したと
する論調がある一方、同時に、それはまたオバマ大統領の就任演説でも言及
された「強欲な資本主義」に対する倫理的な反省を促す「資本主義の精神」
論が展開されている。暴走するカジノ資本主義を制御する新たな世界経済秩
序の構築の必要性が議論されると同時に、グローバリゼーション及び新自由
主義政策の精神的欠陥が問題提起されている。特に倫理的な側面に関しては、
世界の金融危機を論じる文章の中に、マックス・ウエーバーの「プロテスタ
ンティズムの倫理と資本主義の精神」という社会科学の分野での古典が再評
価されたり、資本主義の原点として引用されている。
 世界金融危機とマックス・ウエーバー
マックス・ウエーバーは、1905年に書いた「プロテスタンティズムの倫理
と資本主義の精神」の最終章において､「営利の最も自由な地域であるアメ
リカ合衆国では、営利的活動は宗教的・倫理的な意味を取り去られていて、
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今では純粋な競争の感情に結びつく傾向があり、その結果、スポーツの性格
をおびることさえ希ではない。将来、この鉄の檻の中に住むものは誰なのか、
そして、この巨大な発展が終わる時、まったく新しい預言者たちが現れるの
か、あるいはかつての思想や理想の力強い復活が起こるのか」と問いかけて
いる。(ウエーバー 1988 268頁）あたかも100年後の米国発金融危機を予測
するかのような先見性に驚かされる。近代的な資本主義の成立と「資本主義
精神」に関しては，ウエーバー以前にも，カルビィニズムと近世文化との関
係に触れた論文や「宗教改革時代のドイツ経済思想」(ウィスケマン）など
カルビンの経済学説の特色を論じたものがある。しかし、ウエーバーの論文
ほど両者の関係性を詳細に解明していないことから、キリスト教と資本主義
の関係といえば、この論文が常に想起され、古典として位置づけられている。
ウエーバーは、当時、資本主義の生成及び経済生活が唯物論的に、すなわち
物質の歴史的発展法則で説明されることに対して、人間の精神生活の諸現象
による影響を理論的に解明し、資本主義の精神的支柱がキリスト教、特にカ
ルビニズムの倫理から生まれたことを明らかにした。ウエーバーは、資本主
義の原点として天職義務の思想を取り上げ､「プロテスタンティズムの倫理」
と「資本主義の精神」の内的関連を考察した。梅津順一はこの天職義務の思
想を以下のように説明している｡「プロテスタントの国々に特有の現象とし
て、世俗的職業と宗教的使命＝召命を同時に意味する言葉がある。ドイツ語
のベルーフ beruf、英語の calling がそれである。私のベルーフは鍛冶屋です
という場合、私の職業は鍛冶屋ですという意味と、私の宗教的使命は鍛冶屋
ですという二重の意味が表現される。すなわち、鍛冶屋を beruf とすること
は、宗教的な召命感をもって鍛冶屋という職業に従事しているという意味に
なるのである。ここに天職義務の思想がみられるが、それを想起させる言葉
は、古典古代にも、カトリック圏でも存在しない」(梅津 2008 89頁）確か
に、プロテスタント教会の伝統において、神からの召命感 (sense of calling)
は牧師を職業とする者にとって絶対不可欠の要素となる。牧師になる者、ま
た献身して神学校に入学する者は、常にこの召命感を確認、検証することが
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求められる。職業＝召命感であるとする天職義務の思想においては、労働を
する者が勤務時間内において、できるだけ楽をし、できるだけ働かないで、
同一の賃金を獲得するという労働観は考えられない。天職としての労働はそ
れ自体が目的化し、天職として励むことにより、その結果として富を獲得す
ることとなる。天職による富の獲得は神の恵みであると考えられた。ウエー
バーはこの天職義務をエートスと呼んでいる。大塚久雄はこのエートスを以
下のように説明している｡「勤労とか節約とか、そういう個々の徳性ならば
なにもピューリタニズムだけではなく、どこにでも見られる。日本の二宮尊
徳の思想にだって立派にあるではありませんか。そうではなくて、そうした
個々のさまざまな徳性を一つの統一した行動のシステムにまとめあげている
ようなエートス。(中略）エートスは単なる規範としての倫理ではない。宗
教的倫理であれ、あるいは単なる世俗的な伝統主義の倫理であれ、そうした
倫理的綱領とか倫理的徳目とかいう倫理規範ではなく、そういうものが、い
つしか人間の血となり肉となってしまった、いわば社会の倫理的雰囲気とで
もいうべきものなのです。そうした場合、その担い手である個々人は、なに
かの事柄に出会うと条件反射的にすぐその命じる方向に向かって行動する。
(中略）主観的な倫理とは勿論、無関係ではないけれども、もう客観的な社
会心理になってしまっている。そういうものが、エートスと考えてよいので
はないかと思います」(大塚 1988 287頁）ウエーバーは「資本主義の精神」
を形成する不可欠な概念をエートスと呼んでいるが、エートスは包括的な概
念であり、天職義務だけでなく、天職の思想と深く連携している禁欲的な生
活態度も「世俗内的禁欲」として、ウエーバーは、エートスに含めている。
ウエーバーはこの「世俗内禁欲」を可能にしたものとして、宗教改革以降、
ルターが聖書翻訳の中で世俗の職業は「神の召命｣＝天職としたことに出発
し、その後、天職義務がプロテスタンティズム、特に禁欲的なカルビニズム、
敬虔的なメソジズム、再洗礼派などの影響をうけながら、システムとして人々
の日常生活に禁欲的な倫理として根付いたと分析している。大塚久雄は､
「キリスト教的禁欲」の意味について、以下のように解説している｡「われ
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われ日本人は「禁欲」という語に出会うと、たいていはまず苦行僧が絶食し
たり、自分の身体に苦痛を与えたりしながら、それによって何か非合理的な
力を身につけようとする、そうしたことを思い出すでしょう。でなければ、
自己の欲望のすべてを抑えて、積極的に何もしない、そうした非行動的な生
活態度を想像するのではないでしょうか。ウエーバーのこの論文にあらわれ
てくる「キリスト教的禁欲」は、絶対にそういう意味合いのものではないの
です。ウエーバーがこの「キリスト教的禁欲」を別の箇所では「行動的禁欲」
というふうに呼んでいます」(大塚 1988 298頁）大塚は更に、この「キリス
ト教的禁欲」を新約聖書のパウロの手紙に書かれている、日常の伝道生活を
マラソンの競争に例えられていることを引用し、説明をしている｡「行動的
禁欲」とは他のあらゆることを忘れ、ゴール目がけてひたすら走ること。す
なわち、あらゆる他のことがらへの欲望はすべて抑えて、禁欲して、エネル
ギーのすべてを目標達成のために注ぎ込む行動様式をさしている。この「行
動的禁欲」は歴史的にキリスト教の中から誕生する。カトリックの修道院生
活の中で育まれる「祈りかつ働け」の禁欲生活は、まさに「行動的禁欲」に
他ならない。修道院内のこの禁欲生活は、修道院内にとどまり､「世俗外禁
欲」としてよく知られている。しかし、前述のルターの聖書翻訳に端を発し、
プロテスタント諸派によって強調された天職義務の思想により、世俗の職業
の中に神の招き（召命）があるとされ､「キリスト教的禁欲」はカトリック
修道院の「世俗外禁欲」から「世俗内禁欲」にパラダイムシフトすることと
なる。神から与えられた世俗的職業は、当然のことながら、金儲け、富の獲
得が目的ではない。またそれゆえに、無駄な消費はせず、金銭が蓄積される
ことにつながった。相沢幸悦はこの禁欲によって形成される資本主義の精神
を「ノブレス・オブリージュ」(Noblesse Oblige)、仏語で高貴な義務と訳さ
れる、貴族の徳と結びつけて論じ、欧米の寄付の文化と関連させている。相
沢は、ウエーバーのいう精神によれば､「本来、実業家にはノブレス・オブ
リージュという考え方が根底になければならないはずである。衝動的なもの
に対する欲望は排除されているので、もし実業家が金儲けしたとしても、資
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本として生産的に投入するもの以外は、社会に還元しなければならない。し
たがって、ヨーロッパでは、成功した実業家によって社会的弱者の救済が行
われてきたし、アメリカでも、積極的な社会奉仕が行われてきた｡」として
いる。(相沢 2007 61頁）いづれにしても、天職思想は宗教的な禁欲的生活
態度と結びつき、享楽的な物欲、所有欲を抑制し、利得したものは消費する
対象ではなく、本来的には隣人愛の実践に用いられるべきものと考えられて
いた。そして「行動的禁欲」は、利得したものを再び資本として生産的に使
用することに繋がった。このようにして､「天職義務の思想」と「世俗内禁
欲」というエートスは、獲得した利益を蓄積し、経済成長していくという資
本主義のメカニズムを形成することとなった。そして、このエートスはまた、
資本主義の初期の段階においては、利潤追求に伴う、衝動的な物欲や不正行
為、拝金主義や貧欲の歯止めになっていたと考えられる。しかし同時に、こ
のエートスは、利潤の追求を神のみ心であるとして正当化することから、利
潤の過剰な蓄積を許し、本来の聖書が語る「隣人愛」の実践のためにも用い
る方向性を逸脱する誘惑を抱えていた。資本主義生成の原動力となり、倫理
的基礎となった天職思想と禁欲的生活態度は、その後、近代化と世俗化の進
展という時代の潮流の中で、宗教教育の人々への影響力の低下と共に、大き
く変容していくことを余儀なくされる。大塚久雄は、この初期の変容の過程
を以下のように述べている｡「神から与えられた天職として自分の世俗的な
職業に専念した結果、意図せずに、資本主義の社会機構ができあがると、今
度は儲けなければ経営を続けていくことができなくなってしまった。こうし
て、資本主義の社会機構が逆に禁欲を外部から強制するようになってしまっ
た。こうなると、信仰など内面的力はもういらない。いつのまにか信仰心が
うすれていくことになる。こうして宗教的核心はしだいに失われて、世俗内
的禁欲のエートスは、いつとはなしにマモンの営みに結びつき、金儲け倫理
義務として是認するようになった｡」(大塚 1988 302頁）ウエーバーが解明
した「資本主義の精神」は、資本主義を生成することにおいて、大きな原動
力となった。しかしその精神、エートスは近代の資本主義の発展過程におい
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て、忘却され、喪失することとなる。宇沢弘文は、1930年代の終わりから
1960年代の初めくらいまでは「ケインズ経済学」の時代であったとしている。
それを象徴していたのは、ケインズの「一般理論」によって米国の1930年代
のニューディール政策の意味をマクロ経済学の理論体系の中で解明したこと
に現されていると指摘している。そして当時の経済学者の問題意識について
宇沢は以下のように述べている｡「資本主義は基本的に不均衡であり、失業
の大量発生、インフレ、富の分配の不平等といった経済的な不均衡は資本主
義に内在している。それを政策的、あるいは制度的に防がなければいけない
という問題意識で、それが大多数の経済学者の中心的な考え方だったのです」
(宇沢、内橋 2009 36頁）しかし、証券市場の暴落に始まる1929年の世界恐
慌と反社会的な投機を法律で厳しく禁止することを含む米国のニューディー
ル政策の実施も、その後の富の分配における不均衡をもたらす資本主義を修
正することはできなかった。近代の資本主義経済は，富や欲望充足を自己目
的化した金儲け主義を肯定するものに変質することとなる。その後、ピュー
リタンが想像もしなかったような貧富の格差が世界で増大する。1960年代に
は、南北問題（南の貧しい国と北の豊かな国）が明らかにされ、1961年、国
連総会にて第一次「国連開発の10年計画」がスタートする。国連が目標とし
たのは、10年間に開発途上国の GDP（国内総生産）の年平均成長率を５％
引き上げることであった。当時、開発問題の理論的根拠とされたのは、ロス
トウの「近代化論」で、18世紀末から19世紀中盤にかけて農業中心の伝統社
会から、工業中心の産業社会へ「離陸」(take off) した欧米諸国をモデルと
していた。アジア、アフリカの国々も、資本の蓄積と技術革新によって「離
陸」(take off) することが推奨された。しかし、1970年代に入り明らかにな
ったのは、日本をはじめとして、高度経済成長を遂げた先進工業諸国と南の
国々との経済格差がさらに拡大したことであった。また同時に、途上国内の
貧富の格差の拡大、飢餓人口の増大、相互扶助的な農村社会の解体が進んだ。
途上国側の不満といら立ちは､「中心─周辺理論｣､「従属論」として提起さ
れ、オイルショックなどを契機に「資源ナショナリズム｣､「新国際経済秩序」
グローバル経済とキリスト教倫理の可能性 113
として､「第３世界」の国々からの意義申し立てが続出した。しかし、先進
国においては、基本的に消費は美徳とされ､「行動的禁欲」が消費というゴ
ールに向けて走り出していた。そして、1980年代を起点として、欲望むき出
しの「カジノ資本主義」がなりふり構わず世界で暴走を開始する。米国では、
グローバリゼーションの前夜、レーガン政権の登場によって、ニューディー
ル政策はほぼ完全に消滅することになる。証券と銀行の垣根が取り外され、
市場原理主義が加速される。内橋克人は、この市場原理主義が神聖化されて
いたことを指摘している｡「市場原理主義という、ある意味で人間の本姓に
発しているかのように見えて、その実、極めて抽象化され、論理づけられた、
人間の欲望の制度化は、国によっては神の意思と合一したり、超人間的なも
のと結びついたりして神聖化されていく。そのような市場原理主義という信
教をもって、あたかも市場が人間を超えたものであるかのごとく正当化する
論理を築きあげ、時の体制に奉仕してきたのが経済学だったのではないでし
ょうか」(宇沢、内橋 2009 41頁）内橋の指摘する「経済学」とはケインズ
経済学以降の経済学を意味しているのであり､「神聖化」とはアダム・スミ
スの「見えざる手」によって導かれる経済を想起させる。いづれにしても、
米国発の今回の世界金融危機は「カジノ資本主義」の終焉を意味している。
そしてそれは同時に、世界が新たな経済の「分配」や「分かち合い」の仕組
みを考察し、志向する契機となる可能性を示唆している。新たな枠組みを支
える「精神｣､「倫理」｢エートス」とは何か。聖書、キリスト教倫理の中に
ウエーバーが提示したような時代精神があるのだろうか。暴走する「精神」
なき資本主義に対する、キリスト教の応答を過去の取り組みの事例から、次
に考察してみたい。
 途上国から見た金融危機とジュビリー2000
米国発の世界金融危機の報道は、この間、ウオール街発の情報が中心に論
議されており、多くのエコノミストの論調は金融機関への規制の強化が中心
で、この原稿を書いている６月の初旬の時点でも、主要な関心事は、クライ
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スラー、GMの破産と再建に焦点が当てられている。世界金融危機の広がり
は、当然のことながら開発途上国に深刻な影響を与えている。2008年10月に
メキシコシティにある国立メキシコ自治大学で開催された､「ブレトンウッ
ズ体制を越えて─新しい多角的金融経済秩序を探る」と題した会議に出席し
た北沢洋子は、途上国が金融危機をどのように受け止めているかについて報
告している。北沢はその最大の影響として途上国の食糧危機、エネルギー危
機を指摘している｡「(米国の）住宅バブルの終焉とともに投機マネーはエネ
ルギーや食糧市場へと向かい、価格の高騰を起こした。食糧、エネルギーと
もに輸入に依存している途上国に壊滅的打撃を与えたことはいうまでもない｡」
(北沢 2009 142頁）北沢は更に、途上国の食糧生産が衰退した大きな原因は、
構造調整プログラムにあり、このプログラムの導入により、多くの途上国が
食糧の輸入国に転落した、としている。すなわち、歴史的に新自由主義は、
途上国政府の債務危機をテコにして、IMF（国際通貨基金)・世界銀行の構
造調整プログラムという形で導入され、途上国政府は対外債務を返済するた
めに、輸出志向型の経済政策をとることが余儀なくされた。国営企業や公共
サービスが民営化され、外国投資、金融なども自由化された。途上国の国家
予算のうち軍事、債務返済のための支出の割合が増加し、結果的には教育、
医療、農村開発など民生予算を削減せざるをえなかった。多くのアフリカの
途上国では食糧を生産している国が食糧を他国からの輸入に依存し、先進国
では死に至らないような病気で死を迎える子どもたちが激増した。1990年代
において途上国は、グローバリゼーションと世界の新自由主義政策の波に飲
み込まれ、債務危機を迎える。このような現実の中、アフリカなど最貧国の
債務帳消しを求める国際的なジュビリー・キャンペーンが開始されることと
なる。
1999年６月19日、ドイツのケルンという町で、世界中から集まった５万人
の市民によって「人間の鎖」が作られた｡「2000年までに最貧国の債務を帳
消しにしよう」という横断幕が掲げられ、“Jubilee” と書かれたＴシャツを
着た人々が手をつなぎ、楽器を演奏したり、笛を吹いたり、町中に騒音を響
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かせていた。ケルンでは先進国７カ国の首脳によるＧ７サミットが開催され
ていた。日本からは､「債務帳消しキャンペーン日本実行委員会」のメンバ
ー21人が50万筆の「債務帳消しを求める署名」を持参して参加した。日本の
キリスト教界からはプロテスタントを代表して日本キリスト教協議会議長、
徳善義和が、またカトリック枢機卿の白柳誠一がこれに加わった。ジュビリ
ー2000の運動は、旧約聖書の「ヨベルの年」( Jubilee) に由来する。聖書に
は、50年毎に訪れるヨベルの年に、国中に自由が宣言され、全ての債務が帳
消しとなり、奴隷も解放されたと記されている。実行されたという確証はな
いものの、古代イスラエルの社会正義の制度であった。ジュビリー2000の運
動は、アフリカに多くの植民地を持っていた英国の国教会である聖公会によ
って、早くから取り上げられた。1988年に行われた聖公会のランベス会議で
は、最貧国の累積債務の減免を求める決議が行われた。1990年になると、ア
フリカ教会協議会が2000年までに債務の帳消しを求めたことによって、ジュ
ビリーの運動が開始された。その後、1994年にローマ教皇が「使徒的書簡」
の中で2000年の大聖年を「Jubilee」(ヨベルの年）とし、貧しい人々のため
に債務の帳消しを呼びかけている。これに呼応して、世界教会協議会
(WCC) もこの運動に参加を表明し、世界中のキリスト教会のキャンペーン
として開始された。1997年には、１億2000万人の会員を擁する国際自由労連
が参加を決定し、国際労働運動を巻き込むこととなった。日本では、1998年
10月に実行委員会が結成され、カトリック教会、聖公会、日本キリスト教協
議会、仏教団体、女性、消費者、環境団体、が参加した。ジュビリー2000の
運動は、アフリカ教会協議会の呼びかけで始まったことに象徴されるように、
その対象国は圧倒的にアフリカであった。1999年の世界銀行の規定によれば、
当時、返済不可能な債務を抱える国は41カ国で、その中でサハラ以南のアフ
リカの国々が33カ国と大半を占めていた。アジアではフィリピン、インドネ
シア、バングラディシュ、ネパールなどが重債務国であったが、これらの国々
はアフリカに比べて所得も多く、世銀の規定では中所得国の範疇に入れられ
ていた。アジアの最貧国としては、ミャンマー、ラオス、ベトナムなどにと
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どまった。経済学者であり、当時、日本キリスト教協議会、アジア資料セン
ター所長の隅谷三喜男は、日本の教会がジュビリー2000の運動にもっと積極
的に取り組むべきことを主張すると同時に、アフリカに比べてアジアの国々
では､「各国に政治的対立・抗争はあるが、民族間の殺し合いということは
ない。国際的債務があっても国際的信用を失ってしまっているようなケース
は殆ど見られない」とし、アフリカの債務の深刻さを指摘している。(隅谷
1999 ２頁）沖縄で開かれた世界会議に参加した麻生和子は､「子どもの命で
返される債務の根を断ち切らねばならない」という会議でのアピールに対し
ての、南アフリカからの会議参加者の声を伝えている｡「アパルトヘイトの
後遺症が生み出した債務は近隣諸国を含め、その地域の崩壊を意味する。ア
フリカでの債務返済というのは慈善ではなく、正義を問題にしなければなら
ない」(麻生 2000 24頁）
アジアの教会ではフィリピン教会協議会を中心に債務帳消しの運動が進め
られた。アジアキリスト教協議会 (CCA) では2002年６月に、インドネシア
のバンドンを会場に「アジア・アフリカ、グローバル化を越えて―新しい世
界秩序とバンドン精神」と題する会議が開催された。会議ではアジア・アフ
リカの多くの国々において超大国による経済のグローバル化と軍事化に起因
した、経済格差が進行していることが指摘された。また、貿易の不均衡や大
規模な資本の移動に伴う金融危機の再発、国連との連携による債務問題の解
決、 IMF、世銀、WTO、の民主化の要求などが声明に盛り込まれた。
(Christian 2005 pp 114) 2000年を頂点として展開されたジュビリー2000の運
動は、キリスト教の「ヨベルの年」( Jubilee) を祝い、債務に苦しむ人々の
解放と自由を現代に実現しようとする試みであった。この債務帳消しキャン
ペーンは、重債務貧困国、42ヶ国中、総額400億ドルという限られた成果で
はあったが、国際政治に大きな影響を与えた。最後に現在及び今後の展望と
して、聖書における「富」の概念とキリスト教の「分かち合い」の倫理を手
がかりにグローバル経済の新しい動向と可能性について検討してみたい。
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 キリスト教の「分かち合い」倫理と国際連帯経済
聖書は「富」に関して統一の見解を示してはいない。富に関する記述は非
常に多様であり、その立場も大きく異なっている。(芦名・土井・辻 2004
156－165頁）物質的な豊かさは神による祝福として理解される箇所も多くあ
る。例えば、ヘブライ語聖書（以下、旧約聖書）創世記には､「主がわたし
の主人を大層祝福され、羊や牛の群れ、金銀、男女の奴隷、らくだやロバな
どをお与えになったので、主人は裕福になりました」(創世記24：35）と書
かれている。また旧約聖書のヨブ記には以下のような記述もある｡「主はそ
の後のヨブを以前にも増して祝福された。ヨブは、羊一万四千匹、らくだ六
千頭、牛一千くびき、雌ロバ一千頭をもつこととなった。(ヨブ記42：12）
しかし他方で、聖書は富の獲得自体は否定しないものの、不正をして富みを
獲得しようとする、欲望に満ちた態度に対しては厳しく批判をしている。旧
約聖書箴言には、次のように記されている｡「忠実な人は多くの祝福を受け
る。富むことにはやる者は罰せられずにはすまない。貪欲な者は財産を得よ
うと焦る。やって来るのが欠乏だとは知らない｡」(箴言28：20－22）また、
旧約の預言書、アモス書には、不正と強欲で富を得た大地主や商人が貧しい
者に同情しない姿勢を厳しく告発している｡「お前たちは象牙の寝台に横た
わり、長椅子にねそべり、羊の群れから子羊を取り、牛舎から子牛を取って
宴を開き、竪琴の音に合わせて歌に興じ、ダビデのように楽器を考えだす。
大杯でぶどう酒を飲み、最高の香油を身に注ぐ。しかし、ヨセフの破滅に心
を痛めることがない。(アモス書 6：4－6）新約聖書の中にも、富にこだわ
る態度や欲望に満ちた生き方を避けることが、パウロ書簡の中などに示され
ている｡新約聖書、テモテへの手紙には、人間の富を追求する飽くなき欲望
の結末について次のように述べている｡「食べるものと着るものがあれば、
わたしたちはそれで満足すべきです。金持ちになろうとする者は、誘惑、罠、
無分別で有害なさまざまの欲望に陥ります。その欲望が、人を滅亡と破滅に
陥れます｡」(テモテの手紙１、6：8－9）富を求める過度の自己充足的な生
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活態度を戒める記述と同時に、キリスト教の初期の教会が信徒たちを中心に、
個人のレベルではなく共同体として「分かち合い」の実践がなされていたこ
とが、新約聖書、使徒言行録に報告されている｡「信者たちは皆一つになっ
て、すべての物を共有にし、財産や持ち物を売り、おのおのの必要に応じて、
皆がそれを分け合った｡」(使徒言行録 2：44－45）信じた人々の群れは心も
思いも一つにし、一人として持ち物を自分のものだと言う者はなく、すべて
を共有していた｡」(使徒言行録 4：32）初期の教会では、イエスの教えに従
い、土地や財産を教会に寄付する行為が実践され、原始共産制のような共同
体が存在していた。また、初期の教会では、礼拝の前、または礼拝中に「パ
ン裂き」と呼ばれる「愛餐」(アガペミール）が持たれ、すべての人の空腹
が満たされていることを大切にしたと言われている。食べ物を「分かち合う」
ことの大切さについて、日本語の「平和」という漢字が示唆的である｡「平
和」という漢字の「平」という字は「天と地」を現している。そして「和」
という字は左の「のぎへん」が穀物、お米を現し、右側の口は人々の口を現
している。すなわち日本語の「平和」の意味は「天と地において、全ての人々
の口が食物で満たされる」状態をいうと解釈できる。平和学を専門にしてい
るヨハン・ガルトウングは平和を２種類にわけている。一つは消極的平和で、
もう一つは積極的平和。消極的平和とは戦争のない状態を言い、積極的平和
とは、戦争の不在のみならず、飢えや差別や貧困などの構造的暴力のない状
態を言う。全ての人が食べることができない格差社会は平和を脅かす「非平
和」の状態である。実際、豊かな国と貧しい国々の格差は絶句するほどの広
がりを見せている。国連の報告によると「過去半世紀、かつてない経済発展
があった。その一方で、人類の22％にあたる12億の人々が１日１ドル以下の
暮らしを強いられている」朝日新聞社会面（2009年６月20日）に掲載された
国連食糧農業機関 (FAO) の2009年度報告によると、世界の飢餓人口は昨年
より１億500万人増加し、09年度中に10億２千万人に達するとしている。世
界のおよそ６人に１人が飢えに苦しんでいることになり、過去最悪の数字を
示している。初期のキリスト教会が実践していた「分かち合い」の倫理は、
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平和を実現するための構成要因であると同時に、これからの世界経済の有り
方の基底となると考えられる。地球の環境問題への取り組みが、すべての
「いのち」に共感する感性を必要とするように、新しい経済学は「分配」を
重視し､「分かち合う」仕組みを作る必要がある。近年、過度に暴走した米
国流資本主義の制御と環境問題をセットにした試みとして、国際連帯経済と
いう名称の構想が登場している。北沢洋子は連帯経済について以下のように
説明している｡「連帯経済のルーツは1900年ごろ、フランスやスペインなど
で生まれた「社会経済」の概念に遡ることができる。社会経済とは、企業経
済と公共経済という二つのセクターに対抗する第三セクターのことである。
協同組合など非営利で、社会に奉仕するという使命をもった経済組織である。
戦後のフランスでは、社会経済というカテゴリーが政府の中で公式に認めら
れ、産業経済省とは別に独立した社会経済省が設けられ、大臣もいる。(中
略）新自由主義による経済のグローバリゼーションが、最大限の利潤の追求
を動機にしているのに対して、連帯経済は、利潤ではなく人々の連帯を原理
としたすべての経済活動をさす｡」(北沢 2009 76－79頁）この連帯経済の新
しい取り組みとして提案、検討されているのが「国際連帯税」と呼ばれる仕
組みである。国境を越えたマネーゲーム、例えば為替の取引に対して、広く、
薄く、課税し、国際機関がその税源をもとに途上国への環境技術移転の費用
に充てることなどが検討されている。また、すでにフランス、ベルギーなど
で実施されている試みには航空券税があり、通貨取引税など資金移動にかか
わる課税が次の課題となっている。(金子 2008 42頁）この国際連帯税の構
想に関しては、2006年にフランス、ブラジルなどが中心となり､「国際連帯
税に関するリーディンググループ」が立ち上がっている。2006年３月に第１
回総会を開催し、その後もオスロ、ソウル、ダカールで同様の総会を重ねて
いる。総会には各国政府代表が参加し、日本も2008年９月に55番目の国とし
てこのグループに正式参加を表明している。国際連帯税の具体的な方法論に
ついては未完成の部分が多々あり、今後の詰めを必要としている。勿論、国
際連帯税の構想が全てを解決するわけではないが、これからの新しい時代に
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おいて、分配の公正をもたらす選択肢として有効であると考えられる。国際
連帯税はキリスト教の「分かち合い」倫理と共鳴する具体的な試みとして、
これからの進展を注視したい。(了）
（筆者は関西学院大学商学部教授）
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